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与那国町長 外間 守吉

　与那国町は、沖縄本島から南西へ509キロ、
台湾とは111キロの至近距離に位置する日本
列島最西端、一島一町の自治体です。
　1477年に朝鮮人が与那国島に漂着し、島の
模様を記した資料から与那国島の歴史を窺い知
ることができます。50年におよぶ日本の台湾統
治は、終戦後も「密貿易」という形で継続し、島の
繁栄と人口急増をもたらし、昭和22年（1947）、
人口5719人で与那国町に昇格しました。
　経済都市から遠隔地にある本町は、人口は減
少の一途をたどり、現在では約1700人余が島
で暮らしています。
　町制施行から、今日までを顧みますと、昭和
35年の与那国製糖株式会社の設立や昭和52年
の町内電話自動ダイヤル化は、生活水準の向上
に大きな影響を与え、町民に豊かな暮らしをも
たらしました。また、同年、ベトナム難民が与那
国島に漂着したことは、国境ならではの出来事
であり、深く心に刻まれております。
　美しい自然や、変化に富んだ景観に恵まれた
島は、世界最大の蛾・ヨナグニサンや天然記念物
の与那国馬の生息地でもあります。また、「与那
国島の祭事における芸能」は国の重要無形文化
財に指定され、その継承に取り組んでおります。
　本町は、少子高齢化や過疎化、地方分権等の時
代の変化に対応した島づくりを目指します。
　与那国島にも平成29年1月に沖縄本島から
海底光ケ－ブルが開通し、情報格差の解消につ
ながる条件が整いました。このことは、観光、教
育、医療、福祉、防災等様々な分野で離島苦（しま
ちゃび）が解消され、移住者やＵタ－ン者が増え、
島が活性化するものと期待している所です。
　与那国町をご理解いただくための資料として、
ご活用いただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発刊にあたって
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与那国島マップ
与那国島の概要

03
04
06
08
10
12
14
16
18
20
22
24
25
26
27
28
30
32

CONTENTS

発刊にあたって

03 02







■
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）

　
　
　
12
月
1
日
　
与
那
国
町
へ
昇
格
。

■
1
9
4
9
年（
昭
和
24
年
）

　
　
　
8
月
24
日
　
ヘ
イ
ズ
道
路
工
事
竣
工（
現
在
の
県
道

　
　
　
　
　
　        

2
1
6
号
線
）。

■
1
9
5
2
年（
昭
和
27
年
）

　
　
　
5
月
 　
教
育
委
員
制
度
発
足
。

■
1
9
5
3
年（
昭
和
28
年
）

　
　
　
5
月
 　
久
部
良
、比
川
公
民
館
発
足
。

　
　
　
12
月
　
与
那
国
一
円
の
消
防
隊
結
成
。

■
1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）

　
　
　
10
月
　
与
那
国
町
体
育
協
会
設
立
。

　
　
　
12
月
 　
新
造
船「
白
洋
丸
」定
期
航
路
に
就
航
。

■
1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
）

　
　
　
1
月
 　
祖
納
か
ら
久
部
良
間
に
米
浜
運
輸
の
バ
ス
が
運

　
　
　
　
　
　
行
を
開
始
。

　
　
　
4
月
 　
久
部
良
簡
易
水
道
竣
工
。

■
1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）

　
　
　
7
月
 　
祖
納
簡
易
水
道
竣
工
。

　
　
　
　
　
　
与
那
国
製
糖
株
式
会
社
設
立
。

■
1
9
6
1
年（
昭
和
36
年
）

　
　
　
3
月
 　
無
線
電
話
開
通
。

　
　
　
　
　
　
島
内
一
周
バ
ス
運
行
開
始（
米
浜
運
輸
）。

■
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）

　
　
　
6
月
　
日
本
政
府
援
助
の
も
と
に
久
部
良
漁
港
浚
渫
工
事

　
　
　
　
　
　
に
着
手
。

■
1
9
6
5
年（
昭
和
40
年
）

　
　
　
2
月
　
与
那
国
飛
行
場
完
成
。エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
機
就
航
。

■
1
9
6
7
年（
昭
和
42
年
）

　
　
　
2
月
　
与
那
国
製
糖
株
式
会
社
、台
湾
か
ら
48
名
の
労
務

　
　
　
　
　
　 

者
を
導
入
。

　
　
　
4
月
　
住
民
待
望
の
全
島
電
化
実
現
。

　
　
　
　
　
 　
久
部
良
漁
港
整
備
工
事
完
了
。3
0
0
ト
ン
の
大

　
　
　
　
　
　 

型
船
が
接
岸
可
能
に
な
る
。

　
　
　
7
月
 　
エ
ア
・
ア
メ
リ
カ
に
代
わ
っ
て
南
西
航
空
が
就
航

　
　
　
　
　
　 

す
る
。

■
1
9
6
8
年（
昭
和
43
年
）

　
　
　
6
月
 　
与
那
国
、久
部
良
漁
協
が
合
併
し
、与
那
国
町
漁

　
　
　
　
　
　 

業
協
同
組
合
と
し
て
再
発
足
。水
産
物
の
冷
凍
輸

　
　
　
　
　
　 

出
信
用
事
業
等
を
開
始
。

■
1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）

　
　
　
12
月
 　
与
那
国
町
役
場
庁
舎
竣
工
。

■
1
9
7
1
年（
昭
和
46
年
）

　
　
　
1
月
 　
与
那
国
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成
。

　
　
　
2
月
 　
与
那
国
小
学
校
体
育
館
、並
び
に
学
校
給
食
共
同

　
　
　
　
　
　 

調
理
場
が
落
成
。

　
　
　
8
月
 　
与
那
国
町
消
防
庁
舎
完
成
。

■
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）

　
　
　
4
月
 　
町
立
診
療
所
落
成
。与
那
国
町
農
業
委
員
会
が
発

　
　
　
　
　
　 

足
。

　
　
　
9
月
　
町
議
会
、自
衛
隊
配
備
要
請
を
議
決
。

■
1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）

　
　
　
1
月
 　
祖
納
港
築
港
起
工
式
。花
火
を
打
ち
上
げ
起
工
を

　
　
　
　
　
　 

祝
う
。

　
　
　
　
　
　 

八
重
山
初
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成
。 

■
1
9
7
7
年（
昭
和
52
年
）

　
　
　
2
月
 　
久
部
良
漁
港
防
波
堤
灯
台
点
灯
。

　
　
　
　
　
　
町
内
電
話
自
動
ダ
イ
ヤ
ル
化
。

　
　
　
5
月
 　
ベ
ト
ナ
ム
難
民
漂
着
。難
民
27
人
、町
民
の
手
厚

　
　
　
　
　
　 

い
保
護
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
　 

祖
納
保
育
所
開
所
。与
那
国
で
初
の
認
可
保
育
所
。

　
　
　
8
月 

　「
与
那
国
ま
つ
り
」開
始
。

■
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）

　
　
　
7
月
 　
沖
縄
県
の
交
通
法
変
更
さ
れ
る
。右
側
通
行
が
左

　
　
　
　
　
　 

側
通
行
に
。

■
1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）

　
　
　
4
月
　
西
崎
展
望
台
完
成
。

　
　
　
8
月
 　
与
那
国
町
初
の
町
営
住
宅
完
成
。

■
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）

　
　
　
5
月
　
与
那
国
簡
易
水
道
浄
水
施
設
が
完
成
。

■
1
9
8
1
年（
昭
和
56
年
）

　
　
　
7
月
 　
祖
納
港
開
港
。

　
　
　
11
月
 　
与
那
国
町
保
健
指
導
所
新
庁
舎
落
成
。

■
1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）

　
　
　
4
月
 　
外
間
守
之
町
長
一
行
　
友
好
都
市
締
結
準
備
の

　
　
　
　
　
　 

た
め
、中
華
民
国
台
湾
省
花
蓮
市
訪
問
。 

　
　
　
10
月
8
日
　
与
那
国
町

－

台
湾
省
花
蓮
市
姉
妹
都
市
締
結

　
　
　
　
　
　 

　
　
調
印
式
・
祝
賀
会
挙
行
。

■
1
9
8
4
年（
昭
和
59
年
）

　
　
　
4
月
　
与
那
国
消
防
防
災
無
線
局
開
局
。

　
　
　
　
　
　「
与
那
国
島
の
祭
事
の
芸
能
」が
国
の
重
要
無
形
文

　
　
　
　
　
　 

化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

■
1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

　
　
　
3
月
 　
入
仲
誠
三
町
長
、施
政
方
針
演
説
の
中
で
、「
非
核

　
　
　
　
　
　 

平
和
宣
言
の
町
」を
宣
言
。

■
1
9
8
6
年（
昭
和
61
年
）

　
　
　
4
月
　
与
那
国
町
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
落
成
。

　
　
　
11
月
　
町
内
で
初
め
て「
交
通
信
号
機
」設
置
。

■
1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）

　
　
　
4
月
 　
町
花
＝
ユ
リ
、町
木
＝
ク
バ
、町
鳥
＝
メ
ジ
ロ
、　

　
　
　
　
　 

　
町
魚
＝
カ
ジ
キ
、町
花
木
＝
サ
ル
ス
ベ
リ
を
指
定
。

■
1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）

　
　
　
12
月
16
日
　
八
重
山
郡
、民
放
テ
レ
ビ
の
放
送
開
始
。

■
1
9
9
9
年（
平
成
11
年
）

　
　
　
4
月
 　
イ
ベ
ン
ト
広
場
落
成
式
。

■
2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）

　
　
　
7
月
 　
那
覇
―
与
那
国
間
直
行
便
就
航

　
　
　
　
　
　 （
琉
球
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
社
）。

　
　
　
12
月
 　
防
災
無
線
通
信
施
設
5
0
0
戸
設
置

　
　
　
　
　
　 （
祖
納
地
区
）。

■
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）

　
　
　
7
月
　
ヨ
ナ
グ
ニ
サ
ン
展
示
資
料
館（
ア
ヤ
ミ
ハ
ビ
ル
館
）

　
　
　
　
　 

　
落
成
。

■
2
0
0
4
年（
平
成
16
年
）

　
　
　
10
月
 　「
島
の
将
来
を
考
え
る
町
民
大
会
」開
催
。

　
　
　
　
　
　 

与
那
国
町
の
合
併
に
つ
い
て
の
意
思
を
問
う
住

　
　
　
　
　
　  

民
投
票（
中
学
生
以
上
）

■
2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）

　
　
　
3
月
　「
与
那
国
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」を
与
那
国
町
長
へ

　
　
　
　
　
　 

答
申
。

■
2
0
0
6
年（
平
成
18
年
）

　
　
　
4
月
 　
A
D
S
L
サ
ー
ビ
ス
及
び
、ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
　

　
　
　
　
　     

サ
ー
ビ
ス
開
始
。

■
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）

　
　
　
4
月
 　
与
那
国
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
稼
働
、ゴ
ミ
分

　
　
　
　
　
　 

別
収
集
開
始
。

　
　
　
10
月
 　
台
湾
・
台
北
ー
与
那
国
間
チ
ャ
ー
タ
ー
便
初
就
航

　
　
　
　
　
　 （
1
2
8
人
の
訪
問
団
台
湾
へ
。花
蓮
市
姉
妹

　
　
　
　
　
　 

都
市
25
周
年
記
念
式
典
開
催
）。

■
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）

　
　
　
6
月
　
戸
籍
事
務
電
算
化
稼
働
。

■
2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）

　
　
　
9
月
 　
与
那
国
太
陽
光
発
電
実
証
研
究
設
備
竣
工
。

■
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）

　
　
　
2
月
 　
与
那
国
町
複
合
型
公
共
施
設
落
成
。

　
　
　
　
　
　
久
部
良
漁
港
休
憩
所
完
成
。

　
　
　
12
月
 　
比
川
地
域
共
同
売
店
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
。

■
2
0
1
4
年（
平
成
26
年
）

　
　
　
6
月
2
日
　
祖
納
保
育
所
開
所
。

　
　
　
7
月
1
日
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
ん
ど
ぅ
開
所
。

■
2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）

　
　
　
4
月
8
日
　
与
那
国
駐
屯
地
建
築
地
鎮
祭
。

　
　
　
9
月
28
日
　
台
風
21
号
襲
来
。最
大
瞬
間
風
速
81
・
1
ｍ
。

　
　
　
　
　
　 

　   

島
内
全
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

■
2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）

　
　
　
1
月
15
日
　
与
那
国
町
新
製
糖
工
場
落
成
。

　
　
　
3
月
18
日
　
R
A
C
新
機
種
お
披
露
目
。

　
　
　
3
月
28
日
　
陸
上
自
衛
隊
与
那
国
部
隊
新
編
に
伴
う
隊
旗

　
　
　
　
　
　
　
　
授
与
式
。

　
　
　
7
月
5
日
　
十
山
御
嶽
完
成
、引
き
渡
し
式
。

　
　
　
9
月
23
日
　
与
那
国
町
歴
史
文
化
交
流
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　（
D
i
D
i
与
那
国
交
流
館
）会
館
式
典
。

■
2
0
1
7
年（
平
成
29
年
）

　
　
　
1
月
10
日
　
海
底
ケ
ー
ブ
ル
開
通
記
念
式
典
。

　　あゆみ
これまで

1947年（昭和22年）12月1日町制

終戦と同時に与那国と台湾とのあいだには、
国境線がひかれました。
日本の台湾統治から50年続いた与那国と台湾の交流は、
終戦の混乱に乗じ、「密貿易」という形で継続し、
島につかの間の繁栄をもたらしました。
島の人々に、引揚げ者、商人、外国人も加わり、人口は急増。
町昇格を決定的にしました。

の

平成27年９月28日
台風21号襲来

JTAの前身の南西航空機
1969年（昭和44年）頃

渡り初めロングショット
1981年（昭和56年）頃

姉妹都市締結 与那国小学校鼓笛隊
1982年（昭和57年）頃

与那国町役場正面玄関
与那国ならでは石造建築
1955年（昭和30年）頃

台風21号被害 政務大臣視察団
2015年（平成27年）10月1日

機上から見た与那国空港の歓迎式典会場
1967年（昭和42年）頃

祖納港開港式での渡り初め
1981年（昭和56年）頃

祖納-久部良-比川を走り住民の
足のとなっていた米浜運輸のバス
1969年（昭和44年）頃

さとうきび増産を呼びかけパレード
1981年（昭和56年）頃

与那国製糖株式会社の
開設を記念してのパレード
1960年（昭和35年）頃

波多浜で与那国馬に
砂を積む子供たち
1964年（昭和39年）頃

田原川下流で洗濯する女たち
1958年（昭和33年）頃

突き船が見える久部良漁港
1965年（昭和40年）頃

「うぶはなり（大離れ）」
「ぐまはなれ（小離れ）」
1958年（昭和33年）頃
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大宜見 浩利 杉本 英貴 嵩西 茂則 崎原 敏功 金城 信利

議長  前西原 武三 副議長  崎元 俊男 與那覇 英作 与那原 繁 田里 千代基

与那国町組織図

監

査

委

員

事
務
局（
議
会
事
務
局
兼
務
）

固
定
資
産
評
価
委
員
会

事
務
局（
総
務
課
兼
務
）

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
総
務
課
兼
務
）

農

業

委

員

会

事
務
局（
産
業
振
興
課
兼
務
）

事

務

局

副
議
長

議長

議　会

総

務

課

長
寿
福
祉
課

企
画
財
政
課

ま
ち
づ
く
り
課

産
業
振
興
課

空

港

課

出

納

室

教
育
委
員
会

教
育
長

総

務

課

教

育

課

副町長

町　長

会
計
管
理
者

「健やかな自然・人・生活を育む島」

行  政議  会

与那国町の将来像
離島であるという不利な条件を克服すること

は、行政の最大の課題であります。この課題を

乗り越えるため、基礎的条件の整備、生活環境

の改善、社会福祉の充実、教育文化の向上、産業

の振興などを力強く推し進めてまいります。

本町は次の６つの「ドゥナン」の将来像を設定

し町政を運営しています。

１．いきいきと働けるまち
２．癒しと安心のまち
３．人材を育て・つなぐ交流のまち
４．循環と共生のまち
５．海を守り、支えるまち
６．伝統文化に支えられた自治と自律のまち

与那国町議会は、町民の代表として選ばれた10人の議員（定員10名）で構成さ

れています。町の意思の決定する機関として、年４回開かれる定例会と必要

に応じて開かれる臨時議会があり、町民の声をまちづくりに反映させていく

よう努めています。

議会小・中学生提言議会小・中学生提言
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名誉町民姉妹都市
平成29年、姉妹都市締結35周年を迎えました。  
「与那国町と花蓮市は両市町の古来の友好交流を基礎の

上に両地と両住民の親善友好関係をさらに発展させるた

め双方は一致して姉妹都市締結に同意する。両市町は積

極的に経済、貿易、文化、産業、教育などの交流をおしすす

め両市町の繁栄を図り、両地住民の世々の代に亘る親善

友好のために積極的に貢献することを確認する。」

（与那国町、花蓮市姉妹都市締結盟約より）

中
華
民
国

花
蓮
市

姉
妹
都
市

昭和57年10月８日、与那国町と花蓮市は

姉妹都市盟約を締結しました。以来、友好交

流を深め両市町の発展につとめています。

明治41年　伊平屋村で出生。
大正12年　与那国島へ移住。16歳で漁師となる。以後82歳までの60年余を漁師
　　　　　  として活躍。
平成2年　ドキュメンタリー映画「老人と海」の主人公として多くの人々に深い
　　　　　  感銘を与え、また、この映画を通じて与那国島を広く内外にアピール
　　　　　  しました。その功績を称え、名誉町民の称号が贈られました。

故　糸数 繁 氏
顕彰式 平成2年10月1日

故　西銘 順治 氏
大正10年　与那国村で出生。
昭和23年　東京大学法学部政治学科卒業。
 〃 29年　琉球立法院議員当選。
 〃 37年　那覇市長就任（２期）。
 〃 45年　衆議院議員当選。
 〃 53年　沖縄県知事就任。
【 功  績 】　　
 大型製糖工場の誘致、建設、施設改善をはじめ与那国空港整備の実現などに尽力、
与那国町の発展に対する多大な功績が認められ、名誉町民の称号が贈られました。

顕彰式 平成3年5月2日

昭和15年　与那国村で出生。
 〃 30年　与那国中学校卒業。
 〃 44年　NHKのど自慢全国大会「民謡日本一」を獲得。
平成11年　沖縄県指定無形文化財「八重山古典民謡」保持者認定を受ける。
 〃 13年　沖縄県文化功労賞受賞。
【 功  績 】　　
八重山古典民謡の普及・向上に寄与され本町の文化発展に尽力、その功績が認め
られ名誉町民の称号が贈られました。

宮良 康正 氏
顕彰式 平成14年11月20日

花蓮市
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